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( 29 ) 
大学における保健体育の実技に関する研究〈向井〉
第3表 体育実技に於ける運動種目別の白血球数〈／減〉変動
性 運動前｜運動後 運 動 前 後 の 差
運動種目 N 
M 土悦 jMin～Max I増加物｜}Jlj M t 
庭 球 5 7880 8部O 980土 74 800～1200 12 13.2ポ
男 野 球 5 7認O 8460 1140土264 600～2100 15 4.3※ 
寵 球 5 7840 9120 1280土142 700～1500 16 9.0来
柔 道 5 7200 10400 3200士525 2200～4300 44 6.0※ 
子 剣 道 5 7560 9180 1620土133 1300～2000 20 12.1来
計 ぉI7弱ol捌！胤士郎I600～側i19 , 13.7※ 
庭 球 6 6550 8733 2183士292 1300～3100 33 7.4※ 
女 ソフトポール 5 8200 9650 1450土232 1000～2100 17 6.2※ 
館 球 5 8120 9360 1240土457 -300～2100 15 2.7※ 
排 球 5 8360 9100 740士134 400～1200 8 5,5※ 
子 ダ ソ ス 5 7680 8940 1260士273 500～2000 16 4.6※ 
計 261 7叫 9同町5士出 1 300～3100 叫 8.9※
〈備考※印は危険率5%で有意性あり〉
第4表 体育実技前後の尿〈蛋白〉成績
運動前 運 動 後
N 
｜出現率一 ＋十 ＋ 土
庭 球 8 8 。 1 1 25% 
男
野 球 13 13 1 。 2 23 
龍 球 7 7 。 。 2 28 
排 球 5 5 。 。 。 。
柔 道 8 8 1 3 3 88 
子 実U 道 5 5 。 。 2 40 
計 2J 41 35 16 
庭 球 7 7 。 1 1 28 
女 ソフトポール 5 5 。 。 。 。
館 球 7 7 。 1 1 28 
排 球 17 17 。 。 1 6 
子
ダ ソ ス 7 7 。 。 1 14 
計 ol 21 14 6 





















に，約7～10分間のC.T.7種目 (1，椅子の登りおり 2，懸垂屈腕 3, 





( 31 ) 
大学における保健体育の実技に関する研究〈向井〉
体育実技実施内容
~1 準備運動 Itたよ》｜運動極官 11::1
上｜全 上｜ 選択運動種目 ！全 上






























































＼項＼目~等＼ 1年次12年次 増減差群 MlσIMト Maxj警＂It 有意性 -Olft 手、島， M 
身 身 長 cm実 165.5 166.4 0 9 0.1 0.4～ 1.7 51 8.9 * * 有意性手ド 166.4 167.2 0.6 0.1 0～ 1.8 3.6 4.6 特性 〈危険率〉
体 実 55.5 56,0 0.5 0,3 -1.5～2.5 0.9 1.6 i件骨O時構 体 重 lq;手ド 55.9 56.7 0.8 0.3 -1.2～ 1.5 1.4 3,0 ＋＋＋ ＋＋＋…1 % 
造 胸 聞 cm実 82.3 84.6 2.3 0.5 0.1～5.7 2.8 5.0 4十＋＋ ＋＋…2.5% 
ヨド 82.5 83.8 1.3 0.4 -0.3～44 1.6 3.6 * * 十… 5%
( 33 ) 
大学における保健体育の実技に関する研究〈向井〉
肺活量也
実 3950 4114 164 51-100～600 4.2 5.2 ＋＋＋ 
生 非 3971 40お 57 34-100～300 1.4 1.7 
理 実 4e.s 50.5 3.8 0,8 -3～11 8.1 5.1 ＋ト＋＋
的 担カ〈右〉句 ヨド 47.0 49,5 2.E 0.7 -3～ 6 5.3 3.5 ＋十＋＋ Strength 
器
官 背筋力~ 実 165,0 170.~ 5,C 3.5 -10～25 3.0 1.4 
飽 ヨド 164.9 165.6 O.? 2.7 -17～20 0.4 0.3 
力 ハーノミープド 実 87.9 92.1 4.2 0.5 O～ 8 4.8 8.5 * f十Circulo-
・ステッ ~F 86.9 88.~ 1.1 0.5 -3～ 4 1.3 2.0 respiratory テスト
片足立ちsec実 27.8 51.5 23.7 
6.9 -10～69 46.0 3.4 * * Balance 
運 3F 26.4 39.4 13.0 6.2 -31～63 35.7 2.1 
サイプドステ 実 20.2 24.5 4.3 0,6 1～ 8 21.3 7.1 ＋＋＋＋ Agirity 
動
~× 3F 18.9 22.1 3.2 0,5 -1～ 7 16.9 6.0 * * 
垂直跳 m 実 53.3 
54,9 1.6 0.7 ー5～ 5 3,0 2.2 十 Power 
適 3F 53.9 54 9 1.0 0.6 -4～ 4 1.9 1.7 
長体前坐屈均山
実 14.9 14.6 0.3 0.7 -3～ 6 2.0 0,4 Flexibility 
性 ヨド 13.9 13.6 0.3 0.5 -4～ 5 2.2 0.7 
懸 垂× 実
7.6 8.5 0.9 0.3 -1～ 3 10.5 2.7 ＋＋ Endurance 
ヨド 8.3 8.4 0.1 0.3 一3～ 2 1.1 0.3 Strength 
(2）女子（C.T.実施群 12名，非実施群 13名〉
＼＼項＼目~.＼等＼ 1年次12年次 増減差群
MlσI Min～Maxi惣＂It 有意性 備 考M 
o] 
身 身 長側
実 152.4 1s2.a 0.4 0.1 0～0.E 5 3 4十＊ 有意性
手ド 152.5 152.9 0.4 0.1 -0.2～1.C 0.3 3.6 4十件 〈危険率〉
体 実 48.1 49.0 0.9 0 4 -2.5～3.C 1.9 2.0 体 重~
構 ヨド 49.4 49.5 0.1 0.2 -1.5～u 0.2 0.5 ＋＋＋…1 % 
造 胸 囲 m 実
77.4 79.5 2.1 0.5 -0.9～5.3 2.7 3.8* * ＋＋…2.5% 
ヨド 78.9 79.9 1.0 0.3 -1.0～2.9 1.3 3.31+++ ＋…5 % 
肺活量偲 実
2700 2725 25 0.9 0.7 
生 非 2654 2715 51 -200～300 1.9 1.3 
理 実 28.0 32,6 4.6 0.9 2～12 16.4 5,0 * * 
的 担力〈右）~ Strength 
器
ヨド 29.5 32.7 3.5 0.9 -2～ 8 11.8 4.0 ＋＋＋＋ 
官 背筋力匂 実 99.2 106.2 7.0 
2.5 -5～25 7.1 2.8 ＋＋ 
能 非 100.4 100.8 0.4 2.3 -10～15 0.3 0,2 
カ ハーハープド 実 81.5 84.5 3.0 0.7 O～ 8 3.7 4.3 ＋十件 Circulo-・ステッ ヨド 82.5 83.4 0.9 0.5 -1～ 5 1.1 1.8 respiratory テスト
( 34 ) 
大学における保健体育の実技に関する研究〈向井〉
片足立ちsec実 34.9 37.7 2.8 0.9 -2～ 9 8.0 2.9 ＋＋ Balance 
運 非 33.8 35.9 2.1 1.6 -6～13 6.6 1.3 
サイプド:Aテ 実 18,8 21.9 3.1 0.6 1～ 7 16.5 5,3 ＋＋＋＋ Agility 
動
'Y x ヨド 19.1 21.1 2.0 0.4 0～ 4 10.5 4.7 4ト＊
垂直跳 cm実 37.0 38.5 1.5 0.7 -3～ 5 4.1 2.2 ＋ Power 
適 五ド 37.8 37,9 0.1 0.7 -4～ 4 0,3 0.1 
長体前坐屈 ω一実 9.1 7.8 1.3 0.7 -2～ 5 14.2 1.8 Flexibility 
性 ヨド 10.8 9.6 1.2 0.6 -2～ 5 10.1 2 0 
盤、 垂sec突 9.8 11.6 1.8 0.7 -1～ 7 20.5 2.6 ＋＋ Endurance 









身長を除き，各項目とも C.T.実施群学生の方が，第7表 (1) (2）に見る




















( 5 ) Circuit Trainingを取り入れた体育実技には， 普通の体育突技に較
べ，相当強い運動量があり，これの取り扱いには細心の注意を必要とするo
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